
Japanese Association of Educational Psychology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　of 　Eduoational 　Psyohology

Jap．　 J．　 of 　Educ ．　 Psychol ．，VOL 　X ，　 No ．2 （1962） 99

学習機構 の 解析に関す る方 法論的研 究 咽

一 学 習準備性 （点） の 解析 （そ の 3 ）一
．一一

大阪府教育研究所

中 嶽 治 麿
＊＊

工　 問題 と 目標

　 ある能力を もつ て い る被教育者が ，特定 の 教育作用 の

もと で ， 新 し い 教材を ど の 程度 ま で 理 解 で きる か と い う

こ と は ，学 習指導計画 を 設定す る 場 合 （特に ，テ ィ ーチ

ン グ 。ス テ ッ プ の ス テ ッ プ サ イ ズ を 決定す る場 合 ） 問題

に な る こ とが らで あ る 。 い ま，これを 具体的に す る た め

に ，

　（1） あ る能 力 を もつ て い る被教育者 を，教材
’
（Sl，S2，

　　…
，3j）を理 解 して い る披教育者

　［2） 特定 の 教育作用 を，（五 ）

　（3） 新 し い 教材 を 　α ＝（α 1，α 2，…、crm ）

とお くこ とが で きた とする と，問題 は，

　　 「教材（Si，S2，…．Sj）を 理解し て い る被教育蒋 に 対

　　し て，新 し い 教 材 （a ）が ，教 育 作 用 （A ）に よつ て 与

　　え られ た 場 合 ，か れ らが理 解で きる數材 （α 1
：’：（α 1，

　　α 3，…，α 虚）と，理 解 で ぎな い 教材（α o
＝（鰯 ＋ 1，鰯 ＋ 2，

　 　…，α m ））を 求 め る こ と 」

とい うこ と に なる。

　 こ こ で は，上述 の よ うな 観点か ら，教材 （Sl，S2，…，

5」）を 理解し て い る被教育者が，教育作用 （A ）に よつ て

新 らし く理 解 で ぎる教材 （a1 ＝ （（Vl，α 2，…，（x・te）） を ，能

力の 体系 （S，，S2，ii−，5j） に 対す る学習 準備域と よ び，

（RSA （α ））で 表わす こ と に する。そ うして ，こ の 学習準

備域（RsA （a ））に 関す る 考察を，次 に 示す よ うな側面 か

ら進め る こ と に した 。

　〔1〕学習準備域（Rs．4 （α ））の 構造 と，その 特性を明ら

　　か に す る と と もに ，学 騫 準備域の 抽 出 方 法 を検討す

　　 る 。

＊ Amethodological 　 study 　 concerning 　 an 　 analysis

of 　the　 IearIling　mechanis エn ： 狂正．　一一Analysis　of

readiness 　and 　 relevance 　in　learning〔3）．
＊＊ by　 Osamar ・ Nakadake （Osaha　 PrefectUt’al
Jnsti彦ute げ Educational　Researeh）

（2） 学習準備域（RsA （a ））の 境界要素の 特性を明 らか

　に する。

蛮　方 針

　 こ こ で は ，各種 の 能力体系をもつ 被教育者 に 対 し て ，

教育作用 が 与え られ た 後 に 実施 され た 学力検査の 結果の

解析を中心 に し て 考察を進 め る 。 こ の 場合，被教脊者 に

与 え られ る教育作用 は，一般に ，教科書的な もの で あ る

と 考え る ご と に す る。ま た ， こ こ で 実施 され る学力検査

は ， 教材 （α ）を理解す る た め に 必 要な ， 　1va的な能力

（5 ］，哉 ，
…，呂のの 状態や，新 し い 教材 （α

亙，
α 2，

…
，

α
鸚 ）の

そ れぞれ に 対す る 達成度が ，ど の 程度 で あ る か を 判定 で

きる よ うに 構成され て い る もの とす る。

　以．klの よ うな 仮定 を お くと，教育作用（A ）は ，
一般 に

教科書的なもの と 考えて ，これ を 考察 の 外に お くこ と が

で きる た め に ， 学習準備域 は （Rs （a ）） と表わ す こ とが

で きる 。 ま た，学力検査結果 か らは ， 各種 の 能力を もつ

た被教育者 が 受検者 の i・t，Tに・
含ま れ て い る た め に ，基礎的

な能力（s1，
S2

，
…

，
・9の の 各種 の 体系 と ， こ れ に対応す る

学習 目標（α
ユ，

α 2，
…

，
crm ）の 達成度 の 状態が把握 で きる 。

し た が つ て ，以下 で は ， 上 述 の よ うな学力検査の 結果 を

ど う解析すれ ば よ い か ， と い う観点か ら検討を進め る こ

と にす る 。

匝　学習準備域の構造

3．1，　学 習準備域 の 規定

　まず，教材 （α i）や （3」）を 理解して い る状態 を，

　　　　a
’
i ＝ 1　　 5j＝工

理 解 し て い な い 状 態を ，

　　　　α
‘

＝ O 　 　 S尸 0

で 褒わ す こ と に す る と ， さきに 述べ た学 習 準備域

（Rs （α ）） は ，

　　　Rs （a ）＝（α 1
＝1，α 尸 1，…，α tS； 1，

　　　　　　　　　　　　 α 翻
＝  ，…，α 描

＝ 0）　〔1｝
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と して 表わ す こ と が で きる 。

　次 に ， す で に 教材 （Sl，S：，

…
，
5j）を 理解し て い る被教

育者に ，教育作用（A ）が 与え られ た 場合，（1）i，kの 条件の

もとで は ，か れ ら は教材 （nVt ）　（i≦：k） を 理 角皐す る こ と

がで きる か ら，こ の 場合 の 被教育者 の 学習効果を

熊 （Si＝ 1，　S2＝ 1，…，5ブ ＝ 1，5j＋ ⊥，…，Sn）　（SL＝
』
1 ま た

は 0
，

旗 ノ＋ 1
，

i■■，π ）で表わす こ と にす ると

　　丑 ε（Sl＝＝1，
S2＝1，…，5」

ロ 1，5ゴ＋ ！，…，3の＝1　（2〕

　　　　　　i＝1
，
2

，
…，k

　　　　　　亀 ＝1 また は O　　J＝ ノ十 1，…，n

（
能力（51＝1，32＝1

，
…

，
5」

＝工
，
εノ＋ 1，…t

　S
！1）を もつ 被

教育者 の 教材 （cri ）に 対す る学習効果が認 め られ る）

とな る。こ うす る と ， 〔1）式 は一Lの （2）ik と ，

　　f。ε（S、
＝・1，S，

・＝1，…，Sj　，＝ 　1，
・SJ・　．pl ；O，　

一・・
，3・尸 0）

　　　　　　　　　　　　　　　 ・．o　　　　　 （3｝

　　　　　 i，
一一
鳶十 工，k十 2，…，71t

（
能力 （51＝1，52冪 1，…，5j＝1

，
Sj −el ＝0・…・3・ほ 9 を

もつ 被教育者 の 教材 （α i） に 対する学習効果が 認め

られな い
）

に よつ て 表 わ され る。すなわち ， 学習準備域 （Rs （α ））

は ，（2｝，圖式の よ うな 形で 規定す る こ と がで ぎる。

3．2． 学習準備点か らみ た 学 習 準備域 の 構造

　学 習 準備点 と い う観点 か ら  式を み た 場合，

（eVi ）　（i＝1
，
2

，

…，k） に よつ て は ，必ず し も

　　　　S1＝1
，
52蕭1，…，3

ゴ
＝1

と い う条件を，完全 に 満 た す 必 要 の な い もの も存在す る

と考えられ る 。 し た が つ て ， 学習準備点と い う立場か ら

学 習準備 域 （R ，s （α ））の 構造 を規定 し て い く方法 と して

は ， 次の よ うな もの が考 え ら れ る。

　（1｝ まず，α D α 2，…，α
翫 の 個 々 の 学習目標 に つ い て ，

　　教 育 作 用 （A ）の も と で ，これ を 達 成するた め に は ，

　　（Si，S2，…，　SOI）の うち ，最小隈 ，ど れ と どれ を 理 解

　　 して お く必 要があ る か を求め る （a
’
　1／ の 学習準備点の

　 構成要素の 抽出）。 （1） 

（2｝次1’C ，基礎約な 能力の 状態 （S1 ，
　S2

，
…

，
Sn ）に つ い

　 て ，cy1 ，α 2，…，α
禍 の 個々 の 学習 目標 に 対する学習準

　 備点の 構成要 素 （S1，S2，…，3の の 状態が，相互 に ど

　　ん な関係 に あ るか を検討する 。

（3） もし，偽 の 学習準備点 （R （cei ））が

　　R （a
「
t ）＝ （S1＝ 1，　S ，

1．＝1，…，3 ε
＝工，　Si＋ 1

＝ 0，…，Stl

　　＝0）で 表わ され ，CVe の 学習準備点 （R （α
じ））が・

　　R （α
‘）；（31羸1，32＝1，…，3i＝1，＆ ＋ 1

＝1
，Si．F：…0

，

　　　　　　…，Sfv二 〇）

　　で 表わされ た 場合，crt の 学習準備点（R （α 1））は ，

　　その 構成要 素が （R （α ‘）） の 構成要素に 含まれ て い

　　る か ら，α 1 の 学 習 準備点 （R （al ））に 覆わ れ る と考

　　えて ，

　　　　　R （α ∂ ⊂R （α ∂

　　で 表 わす。

　（4） こ うす る と，a
’
t の 学習準讎点 の 購成要素 に よつ

　　て 規定され る学 習準備域 は，（R （crL ））で 覆われ る学

　　習準聾1
「
1点 （R （α i）） の （cri ） に よつ て構成され る と

　　考え る こ と が で き る 。

　た と え ば ，学習 目 標（cri ）に 対す る学習準備点（R （eXi ））

を ，

R （α 匚）＝（igl ＝1，S2＝1
，
…

，St＝1，Si． 1
＝O，…，Sn＝0）

　　　　i＝ 1，2，…，rtl 　　＠m 〈 n ）

と す る と，（S1，S2，…，3j） の 学習準備域 （Rs （α ））は ，

　 R （cyj ）＝（Sl＝1
，S ，

＝1
，

…
，
5j　＝ユ，3ノ貝

＝0，…，
　SJ

、
二〇）

で あ り，

　　　R （α 」）⊃R （α ゴ＿1）⊃……⊃R （α 1）

と な る か ら

　Rs （α ）嫻 （α
、
＝1，α 2

＝1，…7 殉
＝ 1．　aj ＋ 、

＝ 0，…，α
鵠
＝0）

を得る。い ま，こ の 間 の 関係 を 表示す る と ，Table　1 の

よ うに な る。

　Table　1 は （al，α 2，…，α
泌 ） と （Si，　S2，　・・’，　Sra）と カミ，

と もに 尺度化可能 で ， しか も両者が 1 対 1 に 対応 し て い

Table 　 1　 学 習準備 点 か らみ た 学 習 準備域 の 構造

学習 目標

α ε

a
’
la2

cvi

α m

学 習 目標 （α i）がもつ 学習準備点 の 構造
学習 目標 （ai」） の 学 習 準備点に よ

つ て 規定 され る学 習準備域

Si，　Sz，　S3，…
，
3

ε ，
5i

＋ 1 ，

…
，
　Sm

，
　 SM

＋ 1，…，　 Sn レ1・ 幅 ・ 一 画 … 1・…
…

00

・

0
・

0

00

・

0
・

0

00

・

 

．

1

00

・

0
・

−

OO

・

−

・

1

00

・

191

01

・

−

含

1

11

・

−

・

−

1　　 0　　 D

1　　 工　　 0

1　 　 1　 　 1

1　　 ユ　　 1

…　　0
…　　0

…　　1

…　 　1

0　　 …　　　0

0　　 …　　　0

0　　 …　　　0

1　　 …　　　1
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る と い う， きわ め て 鼡純 な構造 を もつ もの で あ る が，一

般 の 場合に お い て も，ほ ぼ同様に 考察を 進 め て い くご と

が で きる 。

3．3． 具 体的な観点か らの 考察と具体例

　以上 の 考察 は ， 学習準備点の 構造を基盤に した論理 的

な観点か らの 考察 で あ るが ， こ こ で は，具体的な実例に

即 した 考察を行な うこ と に する 。

　実際 に 学裾準備域 の 構造を 検討する 場合は ，
Table ユ

を作成 し た よ うな 手順 に よ ら な い で ，直接 （3 ⊥，亀 ，
…

，

S ，i） の 状態 と，（α b α 2，…，crne）の 状態 と の 対応を考えれ

ば よい 。 こ の と ぎ，
Sl

，
S2

，

…
，
　．9iZを ，1 ま た は 0 に よ つ

て 表わす こ と に す る と ，
α

、，
α z，

…，α ”． は，直接 1 ま た は

0 を 1 対 1 の 関係 で 対応 さ せ る こ と は で ぎな い 。し た が

つ て，α 1、α 2，…，a ・m に つ い て は ， （Si ，
S2

，

…
，
Sn）の 各種

の 能力 の 状態に よつ て 規定され る被教 育者 の 群が ，
α 1 ，

α 2，…，触 に 関する学力検査問題 で 示 す （平均）正 答率

を ，
α L，

α 2，

…
，
cr・

”b の 達成度と考え，これがあ る値以上 を

示 すもの を ，準備が で ぎて い る と する か，各 α 鍾 こつ い

て ，

　 Ω＊
α i＝Max ｛P α i（A ∂

− Pα
匚（AI＿L）｝　　　　　　　　　（4）

　 　 　 　 　 じ　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
t

　　　 A 乙
： （Sl，3！，…，Sez）　（＆ 罵 1 ま た は 0，　 i＝・1，

　　　　　2，…，n ）の 理 解 の型を，　 ai の 達成度が低 い も

　　　　　 の か ら順 に 並 べ た と ぎ，1番 目に くる （Sl，

　　　　　 S2，…，
　S，，） の 理 解の 型 。

　　　 P 的 （Ai ）： 理解の 型 （Al ）を もつ 被教育者の 群が

　　　　　　 示す学習 目陬 （α i） の 達成度

を 満 た す ／以 上 の 理解の 型 を もつ 被教育者 の 群に つ い て

準備 が で きて い る と考え て，処 理 を進め る方法が考えら

れ る 。

　 以下 で 示す例は ， 昭和 35 年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Table 　 2
度大阪府 学 プ」言周査，　匚巨学校第

2 学 年 数 学 科 の 結果 （3）で あ

る 。 な お ，
こ の 検査は ，大阪府

下 の 学力の 実態を概観する こ と

を 主要 な ね ら い に し て い るた め

に ， 力針 の と こ ろ で 述
’
べ た条件

すなわ ち，既有 の 能力 （S 、，畠，

…，S・n ） と ，新 し い 教材 の 理 解

の 状態 （α D α 2，
…

、
crm ） と の 区

分 が 明瞭で な い 。し た がつ て，

こ こ で は ，（S1，　S2，…，Sn） や

（fXl
，

α 2，
…

，
α m ） を 適当に 定め ，

こ れ らの 間に あ る 関係を 把握す

る と い う立 場 か ら，検 討す る こ

とに す る 。

S1 ： （・− 6）X （
− 5）＝［：：コ

… 2i −・−3i − ［コ

S3 ：3a − 2a2＋ a ＋ 5a2 ＝匚 ］

3 、
迦

一2丿
一2 ＿［コ

　 　 　 3　 　　 　 2

α 1 ： （
− 8）一（

− 9）＝匚：二：］

α 2 ：4．x − 3＝x −−2　　 x ＝匚：：］

α 3 ： 6x　fi　一
：
一　2x2＝〔：：コ

cr4 ：4a2b十 3a｛a （α
一b）一（a2

− bZ）｝二匚：：］

… 号… 气
L）一綴 一 一

eXG 　 10 ＞ α 〉
一】．の と ぎ ，

　 a
，
2a

，
　 a2

，
　 aS を大き

r
さ

　　 の 順 に 並べ よ。

　上 の S
，，S2，S3，S4 お よ び

’
α 1，α 2 ，

…
，偽 に 関す る 問題

は，数お よ び数計算，式お よび 文字計算 の 領域に 入 る も

の で ，ともに 尺度
．
陛が強 く，Table　1 に 示す結果 に 近 い

特性をもつ もの と考えられ る 。
い ま，こ れらの 関係 を表

示する と Table　2 の よ うに な る 。

　Table 　2 に お い て ，目標達成度 f。’i（Sl，　S2，S3，S4） の

値が 0．50 以 上 の と ぎに ，学習 の 準備が で ぎて い る と 考

え る と，一一一 で 示 し た Ali側が，各既有の 能力の 体系 （S 、，

S2
，
S3

，
S4）がもつ 学習準備域 に な る。ま た ，圏式を規準

に 用 い る と，一．．・t−・一．か ら 左側が学習踊 講域 に なる 。こ の 場

合．2。 ε
＊

の 値は Table　1に 示す よ うに ，論 理 的 に は 1

に な る と 考え られ る た め に ，こ の 大ぎさの 程 度 に よつ

て ， （Si ，
Se

，
…

，
S

，1） で ， （α 1，
α 2，…，

　a7i
｝）の それぞれ の 学

習準備点を ， ど の 程度適確 に 把量 して い る か を 示す標識

に な る。 こ こ で は ， a
’
！，α 3，　CUi が 比較的大 ぎい 値を 示 し

て い る。さらに ，
…t−ttは ， （Si，

ShS3
，
S4） に 対 して ，

（α 1，
α 2，…，a’f，）が尺度化 可 能な場合 に 考えられ る準備域

（SbSZ ，S3，S4）か ら考え られ る学習 準備域

反
応

既有の 能力 の 休系
能 力体系が

（Si ，
kgz

，
　L9

：1，s4）で

あ る生徒 の 比率

目　標 達　成 度

の

型 5
、

5
呂

S35 、 φ（3 ］，3，，33，
ε∂ α 1 α 2　　 α 3 α 4 α 5　　 α

δ

7

−
）f54321

1　 　1　 　1　　1

1　　 1　 　1　　0

1　 0　 ／　 0

1　　1　　0　　0

0　 　1　 　0　　0

1　 0　　0　　0

0　 0　 0　 0

．06

，30

．04

．28

．03

，19

，09

．93　．96　．93

．93　．85　．87

．84　．84

倒
、44

，53

選 ．、

．44　，37
tr−一一一｝一一rJ

レ29 ・35

｝、18 ．2。 ．。。 ．。エ ．。。
：
［．09　．07　、00　，  2　，00

　64　、57　旨．29
　　　 　ヤ＃
ド
　−’”　　　

r　28　　，32　　ゆ11
Il
．05　。16　gO5

；　　　　 　 ・
1，01　，07　．03
L

，oo　．G6　、〔〕工

卜−
二．
膏

調 査 対 象 数　500

37 −一一

．99 1
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で あ る 。 これ に つ 1．・て は 後述する。

W 　学 習準備域の特性

　既有の 能力 と して，　（S ，，S2，…，5の　 （3i＝ 1 ま た は

  ，仁 1，2，…，n．） とい う休系を もつ 被教育者の な か で，

新しい 教 材 （α ）に 対 して ，（α 1，α 2，…，ex，nl ）　（nt　i ・＝ 1 ま

た は O，i＝1
，
2

，
…

，
m ） と い う理 解 の 状態を 示す者 の 比

率 を ，

　　　　φ（βエ，s ，，…s、z）（α 1，α
：，…，α 。 、）

で 表わ す こ とに す る 。
こ の と ぎ ， 既有の 能力 の 体系（Sl，

Sz，…，3の に 対応する学習 準備域（R．g （α ）） を，

　 R ．s （α ）；（αF ユ，α 2；1，…．　nVin＝ 1，crin＋、
＝ 0，…，砺 厂占

＝ ・0）

と する と ， ｛2｝麟 式か ら， 論理 的に は ，

　　φ（LSI ，s2，’”，8・n ） （ai ＝1
，

α 2
＝1，…，f．v　iC＝ 1，cvic＋ L＝ 0）

　　　　　　　　…
，

α 描
＝0）＝1　　　　　　　　（5）

と な り，他の （α 1，
α z，…pam ）の （at ＝1 ま た は 0

，

仁 1，2，…，2n ） に 対する ど の よ うな組合わせ （理 解 の 状

態） に つ い て も，

　　　φ（SbS2 ，，一，Sl、） （α
、 ，

α
薯 ，
…

，
α

” し）＝0　　　　　　　（6）

　　　　 ai ＝＝ 1 ま た は O，　 i＝1，2，…，賜 ，た だ し，（5）rk
　　　　 の よ うな条件 （α 1

＝ 1，α 2
二 1，…，ご秘

＝ 1，

　　　　 cv　Tc＋ 1＝0
，

…
，

α
”1＝O） は 除 く。

と い 5 こ とが で きる。

　した が つ て ， 実際 の 資料か ら基礎的な能力 の 体系

（S ⊥，S2，…，3の に 対応する （α 、，α 2，…，α ”の の 学 習 準備

域を 求め る 場合は ，与え られ た 能力 の 体系 （S ⊥，S2，…，

Sti）に 対 して ，

　　 Φ（Sh 　S2，　
，一，．、S・11）（Cf1，

・cv2
，

…，（励

　　　　＝ハ4a・．x φ（s1 ，
　s，，…， Sl 、）（α b α 、，…，囑 ）　 （7）

　　　　（α
1，α 2，…，α

界の

　　　　　 α i
＝工　ま た 壱よ　0，　i；1，2，

…　，7」Z

を 満 た す （α 1，α 3，…，α
”の を 求 め れ ば よ い 。

　 こ の と ぎ，（5）
−
jkか ら Φ（ST ，s2，　ttt、 Sn ）（a

’
ユンα 2，’°’，α 禍 ）の

値が 1 に近 い 程 ， 学習準備域 （Rs （a ）） の 把握 は確実 で

あ る とい うこ と が で きる 。

　以 上 が一
般的な 場 合 で あ る が，（α 1，α

：，…，　afSL ）　が

（S1，亀，…，S？1） の あ る系列 に 関 し て ，尺 度化が可 能 で ，

その 系列が

　　　　 （α
ヨ，α 2，…，α nt）

　　　　　　 （偽 は α
硝 よ りも低次 と 考 え る）

で 与 え られ る と きは ， 既有 の 能力の 体系 （畠，S2，…，
S ，i）

を もつ 被教育者の 学習準備域 （R δ（α ））を

　 Rs （の F （Ct1 ・ ・1，α 2 ／
』
＝ 1，…，αバ

・1，α 冷＋ 、
； 0，…，α 賜

菷 0）

とす る と，Rs（a ） の 領 域 （α 1，α 2，…，　eViC）内 で は，｛21式

か ら

　　　　fCXi（51，畠，…，
5の罵1

　　　　　　　　　　　（i
」
＝‘：
’1，2，…，k）

と な るか ら ，

　　！cri −1（SL，　S、，…，　Su）一プ
1
‘賦 ∫1，5，，…，

S ，、）＝0

　　　　　　　　　　　（i＝1，2，・帥，k）

とな り，R ，s（a ）の 蹟域外 の （鞠 ＋ 1，
α k ＋ ：，

…
，
am ）で は ，

〔3威 か ら

　　　　．fα i （Si，　S2，…，　S ，i）＝0

　　　　　　　　　　　（i＝k十 1，k十 2，…　，
m ）

と なる か ら，

　　／cri＿、（Sl，S2，・・  5の一
∫α 多（S 、，S2，…，　S、、b ）：：

一
・0

　　　　　　　　　　　（tJ：−le＋ 2
，
k＋ 3，…，

m ）

と な る。しか し，学習準備域 （1〜s （α ））の 壌界 で は，

　　fcric（Sb 　S ：，…，　Ste）− fcr　k，．1．1（Sh 　S2，…，　S・1｝）＝］

と なる 。 したが つ て ， こ の 場合は ， ヒ式を満たす （crin）

に よつ て ， 学習準備域 （Rs （α ））を 求め る方法を考え る

こ と が で ぎる。すな わ ち ，現実の 資料 で は ，

　　Pcr　t （S1，S2，…．S・JZ）＝ ・A・a
「
‘Ix ｛for　i （S1，S2，…　Sn）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
nvt

　　　　　　　　　− fcx　E＋ L（5D 　32，…，S ］1・）｝　　　 

に よ つ て，（α ∂ を 求め る と，

　Rs （α ）＝（α
、
＝1，α 2

＝1，…，α ’
＝1，α

‘＋ 、
＝ 0，…，α 糀

＝ 0）

と し て ，学習準備域 が得られ る ， ま た，こ の 場合，

Pa’　，／（L｛“1，S2，…．3の の 値が ユ に 近 い 程，学習準備域 の 把 、

握 は 確実 で あ る と い え る 。

　（8）式は ，
Table　1 の （Ctf

），
　cr

！，
…

，
α

肌 ） の 欄 に つ い て ，

既有の 能力 の 体系 （5 、，
S2，…，

S ，z） の 列 を ， 右 へ 相隣 る

CVi，ai →
．1 間 の 差の 最 大 に な る もの を 求め て い くと い うこ

と を 示 し て い る ，
Table　2 で ・・…・で ボ した 左 側 が ，以 上

の よ うな方法に よつ て 求め た学習準備域で あ る 。

V 　学習準備域 にお け る境界 要素の特性

　既有 の 能力 の 体系 （Si，S2，…，　S ，i） に 対す る 学習準備

域 を （R ，g（α ）），学 習 準備域以外の 領域を（Rs （α ）） とす る

と，境界要素 （砺 ） は，　（Rs （α ）） と共通部分を もつ と

と もに ，　 （ICs（α ）） と も共通部分 を もつ て い る と考 えら

れ る 。 すなわ ち ，

　　
「
　　　 Rs （a ）∩ α 畠キ O

　　　　　　Rs （a ）∩ α
ん無 0

　 し た がつ て，こ れまで に 考察 し て きた 〔2｝式や〔5｝式 に つ

い て ，次 の よ うな こ と が い える 。

　1＞ノCXin（Sl，S2，・・  Sn）＞0　　　　　　　　　　　　　　（9−1）

　 1＞ φ（Sl，s 、ド
・，Stの （α

、
＝1

，
α

、
＝1

，
…，鰯 罵／，α

酌＋ 、
＝0

，

　　　　　　　　　φ・・
，
α

四じ
＝0）＞ 0　　　　　　　　　（9−2）蠶

　1＞ φ（s 、，ss2 ，一鹽，s，の （α 1冪 工，偽 ＝1，…，α
桐

組 ，α k　・＝O，

　　　　　　　　　…　，α r箔
＝0）＞0　　　　　　　　　　　（9−3）
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　　　φ（s 、，8 、，…鋤 （α 1 ＝ 1，α
，
＝1

，
…，α

血
．1＝1，α iC．1 ・＝ O，

　　　　　　　　　9・鹽
，
crm 　 ：O）＝ 1　　　　　　　　　　（9−4）

　　　　　　た だし， （α 1，α パ
・・，eViC ＿1）は （Rs （α ））に含

　　　　　　まれ るカミ，　（Rs （α ））に は含まれ な い 。ま

　　　　　　た，（aiC
。 、，　crin． ，，

…
，
α 切 e： （Rs （α ）） に 含

　　　　　　ま れ る が ， （Rs （a ）） に は 含 ま れな い 。

　上 で ，（9−4）式は，直接   式 に 対応するもの で ある。

ま た ， （9−1）式〜（9−3）式 は ， 境界要素 （鰯 ）が 1 つ の 場

合 を考え た の で ある が ， 境界要素が （crin1，crinz）…，criC 、，）

の よ うに ，多 くあ る場 合 も同様 で ある 。

　こ れか ら， （crkl，α iC2，…，　criCr）が境界要素で ある 場 合

は ，

　1＞ ｛φ（s 、，s 、，…，s 。 ）（α ，
； 1，α

，
＝ 1，…，

c・te−・
・rl ・　 ak ・1 ＝ 0

　　　…
，
crnt＝O）一φ（Sl，s2，…，SOI｝（α 1

＝1
，

α
呂
＝ 1ヂ …

　　　c・iC．1＝1，　Ct、ic1，．crk ，，…，criC。 ，　crin＋ 、
＝＝O，

…
，
α m

；0）｝

　　　 ＞ 0　　　　　　　　　　　　　　　　　 （10−1）

　　　　　　α ki
＝・1 ま た は 0，仁 1

，
2

，
…

，
r

　1＞ ｛φ（s1 ，8 、，…，跚 （α 、
算 1，α ・

＝1，…，
α te−・

＝1・α
・
・
1・

　　　α
翻

＝ 0
，
…，α 肌

＝ 0）一φ，s1，s 、，…鋤 （α
、

＝ 1，α ・
＝ 1・

　　　…，α iC−1，
　criC　i ，

ertC（短 ），…，crin
（i＋ j ），α

翻
＝ oド

・
 

　　　 α m 　・ O）｝＞ 0 　 　 　 　 　 　 　 （10−2）

　　　　　　 aiCi ＝1 ま た は 0，ぽ＝ 1，2，…，r− 1

　　　　　　ゴ＝1，2，
…　冫

厂
一z

な ど の こ とがい え る の に 対 し，境界要素を含 ま な い

（α 1，
α 2，…，α

レ 1，α M ，…，α
儡 ） で は ，た と え ば・

　｛φ（S1 ，　S2♪・畠’，Sn ）（α
、
＝1，α ・

＝ 1，…・criC−z一ユ
・
e・k ・ 1

＝ o・

　　　 …，crm ＝ O）一φ（Sl，，g2，＿，S 」、）（α 1
＝1

，
α 2
＝1，…，

　　　criC＿2 ＝ 1，　criC＿！
＝1，　crteイ．、 ＝＝ 0，…　，　crm ；O）｝＝ 0

と な る こ とが考えられ る 。

W 　具体的な観点か らの考 察と具体例

6，1． 学習準備域 の 特性 と その 抽 出

nU

　京 ず ， 実際 の 資料に つ い て ，   式を満た す よ うな 場 合

を 考え て み る と，それ は，既有 の 能力の 体系 （S1，
　S2，

　
・一

，

Sn） に対 し て ， きわ め て 容易に 理 解 で きる と考 え られ る

（α ユ．1，α 12 ，
…

，
Cfl．c ）や ，こ れ と 反対 に ， きわ め て 理 解 が

困 難 な （α fn ．i，　crm ．2，…，crtn．tS）に お い て ・

φ（s 、，。 、，…， 脚 （α
、．1 ＝ 1，α L2

＝1
，
…・α 1．F1 ・α

・・．・− 0・

　　　　　　　　　　　　…
，
α

甑 ガ
ニ0）≒ 4

が認 め られ る 程度で ，他 の ほ と ん どの 場 合 に は ，境界要

素や 各種 の 誤差が 混 入 し て くる もの と考 え られ る 。 こ れ

は ，
Table　2 を み て も ， うか がえ る こ と が らで あ る。し

た が つ て ，C7｝式 に よ つ て 学 習 準備域を抽出す る場 合，こ

の 値が ， ど の 程度の 大き さに な る と ，学習準備域とそ う

で ない 領域とを区別す る t とが で きる か を，判定す る こ

とが必要 に なつ て くる 。 こ の 場合 の 標識に 関し て，次の

よ うな こ と カミ考え られ る 。

〔1）

ー2ー

　　i＝1，2，…，
M の 場含，

　　べ て の 組合わせ の 数 は ，
2m 個あ る 。

　〔3） し た が つ て ，（S ！，S2，…，8t；） と （α 1，α 2，…r α m ）

　　と が 無関係 な場 合 は ，φ（，s 、，s2，…，Sn ）（α
、，α 2，…，

　　α m ）の 値 が ， （crlp α 2，

99噸
，

ぽ 脇 ）の 状態に 関係な く等 し

　　い と 考えられ るか ら，

　　　　φ（s1，s 、，…，β 。 ）（α 1，ab …，α
、の ＝112肌

　　　　　　α ε
＝ 1 また は O　　 i＝1

，
2，…，m

　　と い 5 こ とが で ぎる e

こ れか ら ， φ（Sl，S2，…，5の の 大 ぎさ
＊
や ，　 m の 大ぎ さに

よつ て ， 適当に ， あ る値 Cl を定め ，

　　φ（h
．
1，s2，…　，　L“

’M ）（α b α 2，・ひ  α 7ゆ）〉 （112m十 （71）　　　（12）

の 場 合 に ，こ れを 満 た す （α 上，α 2，…，α
帰 ） を 学習準備城

とする と い う方法 が 考えられ る a

　な お ，（S1，
S2，…，S，i） と （α 五，　a2 ，

…
pcrm ） と が無関係

で は な い と い う観 点 か ら，学習準備域 を決定する 塲合 ，

Cl の 値 と し て は，被教育者の 数N が 大 ぎい と き，

　　　　c ・
≒ ・鑷 一

飾 畿読…，s “i ）

が考えられ る 。　（こ れ は ，1 ％以下 の 危険率 で ，　（Si，

S2，…，εの と （α
エ，α 2，…，α ？の と が独立 で あ る と い う帰

無仮説を棄却する 規準の 近 似値 で あ る＊＊ 。）

6，2． 境界要素   特性 と その 抽 「．1

　境界要 素 （criC） の 特 性 に 関 し て は ，（9−1）〜（9−4），

（10−1），（1 一2）式 の よ うな こ と が 考 え られ るカミ，（α iC）

が 境界要素で あ るか ど うか を ， 比較的容易に 判定する規

準 と し て，（9−1） 式 を あ げ る こ と が で き る。し か し，こ

の 場 合，（S1，S2，…，
5 の が （ak ）と 無関 係 な と きに も，

　　　　1＞ノcriC（Si，S ，，

…
，
Sの ＞0

　　　　　　　 5i＝上 ま た は O，　 i：一．1，2，…，n

と い う こ と が 起 こ る。し た が つ て，（9−1）式 の み で は ，

それ が境界要素 で あ る か ど うか を 判定す る こ とが，困難

な 場合 が 考え られ る。

　 こ の よ 5 な 問 題を さ け る た め に ，鱒式 か ら

　＊ 　φ（Sl，S2，…，εの は ，反 応 型 （Si，S2，…，Sn） を も

　 つ 被 教 育 者 の 全 体 に 対 す る 比 率 を 表わ す 。

　 ＊＊
安全 側 を と つ て 大きい 値 に な る よ うに し た 。

　　　 Σ 　 φ（s 且， s ，，
…

sn ）（α 1 ，
α 2，…，α m ）＝ 1

（α 1，α 2，…，α 7の

　　 crt 罵 1　まオこ をま　O　i＝1
，
2

，

鱒・，71b

　　　Σ　　　は （α 1，α 2，…，ex” v） の す べ て の 組

（α
1，cr2 ，凾”，α

秘 ）

　　合 わ せ に 関す る和

（cr11α 2，…，α m ）に つ い て ，　 cr　i＝r　1 ま た は O，

　　　　　　　　　 （α
エ，α 2，…，cr” e） に おけ る す
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　φ（s1，　s2，

…
， Sra）（α 1，α 2，…，α i＿1，α ε＋ 1，…，α 焜 ）

　　一
φ

ノ

（β 、，s2，…）．s・，t）（α
玉，α

，，…，
α

飼 ，
α i ，

at
÷ 1，

…
，

α
儡 ）

　φ
’
（SbSZ ，…，ε，の （α D α 2，°”，α

ε＿D α i ，
α i＋ 1ヂ

”，α 皿 ）は

　ri／　
iCSi ，s2P…，βm （α 1，α 2，…，α i＿1：α ε＋D

…．cr” 1）とα 1，α わ

　…
，鮨 ＿1，

α
朗 ，

…，砺 ｝ に つ い て は 同 じ 理解 の 型 を も

　ち ， こ れ に α ‘ を付加 し た もの

　 α ‘
＝＝1 また は 0

を求 め る と ， （S1，Sz，
…

，Sn） と （α
艮，
　cx

？，

…，α ”∂ とが ，

互 い に 無関係な場合 は ，上 式 の 値 は

　　　　112m
一

ユー112笳 に112m

と な る た め ，φ（SbS2 ，…，5   と
’
iltの 大ぎ さに よ つ て ，

適当に あ る値 e2 ＊ を 定め ，

・協 η ｛φ（．91 ，．s ，，
…

，s，、〉（α
、，

α
、，

…
，
α

飼 ，偽 ＋ 1，…，
a
’
m ）

（α
‘）

　
一・一
ψ

ノ
ω ユ，脱 ，

…
， iS
・
i、）（α b α 2，

…
，

α ・t＿D 偽 ，cr　
−
E÷ 1，

…
，

α m ）｝

　　　 ≧ （112拠

十 Cz ）　 α 匚
＝ 1 ま た は 0 　　　 姻

の 場 合 に ，こ れ を 満 たす （a
’
i）を 境界要素 とする と い う

方法が 考 え られ る 。

6，3，　 具体例

　さ きに あげた 学力検査 の 結果に 基づ い て 述べ る こ と に

＊ Cl と ［司様 な 観 点か ら C2 の 規準 を 求 め る と 次 の よ う

に な る。

　　　瞬 〉画 講咢；認 ．，。。 ）

Table 　 3　 （Si，S2，S3，S4）か ら考 え られ る 学習 準備域 お よび境 界 要 素

5
］

SzSss4 ψ（Sl・5 ・・Sl・St）iα 1 α ・ α ・ α ・

1　 1　 1　 1 ．06 1　　 1　　 L　 1

1　 1　 1　 0

1　 1　 0　 　1．

1　 三　 〇　 〔〕

，　 （α
ユ，…．α n）

〜
ひ

（s1 ，．一， s4 ）

α 2　 crT　 er5
φ

，、≦望
11

；： 
α

・・α ・）

，14

，43

101

．14

1　 ／　 　玉　 0 ．30

．18

01010

1　 ／　 　1　 1

1　 　1　 1　 0

1　 1　   　 ⊥

．05

．20

、03

1010101

．14
．OO
．29
．14
．04
．10
．08
．10

1　 1　 0　 0 ．54

i　 　 o　 　O　 　O ．08

1　 ］　 0　 0 ・28i 口 ・

　　　　11 　
1
　

000

0　 1　 0　 0

0　 0　 0　 0

1　 0　 0　 0 ．19 1　 ／　 0　 0

1　 0　 0　 0

0　 　1　 0　 0

0　 0　 0　 0

．25

．4ユ．

．10

．20

．05
，00
．15
，05
、03
，01
．40

O10 ．14
．05
．03

  　 0　 0　 0 ，  9 1　 1　 0　 0

1　 0　 0　 0

　 0　 0　 0　 0
卜
一

．12

．31

1010

，08

．48

　

　

　

“

1010

［

　

　

　

　
1010

且

0
ユ

0

．07

．22

，71

混

温
墨

驚

鋸
加

譱
澑
凶旧

驚

（注）　L 　右 の 列 の 上 の ，14 は φ（Sl＝：1， ε 2＝1，．．s3。。1，．s4＝1）（α 1
＝1，α 3

；1
，

α 4羸1
，
α 6
＝1

， 輪 ；1） の 値 で あ り， そ の 下 の

　　　　・0〔｝ は 　 φ（S 圄 ，s2。．］，・．s ：＝＝1，s．L＝1）（α 1
＝1，α 3

＝1，α 4
諜1，α

日
＝1

，
α 5

＝o）の 値 で あ る。以 下 同 様。

　　　2．　（S1，S2，S3，S4）， （α 1， α 2， α 4，α 6，
α の の 反応 型 は φ（S

”
，，
　Sz，

　S3，
　S4）， φ（Sb 　SbS31S4 ）（crh α 3 ，

α 4，
α 6，

cr・i）　の

　　　　比 較的大 きい 値 を 示 すもの の み を，と りあ げ た。
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する 。 な お，こ こ で は ， （α 1，
α 2，

…
，
α 隅 ） と して，Table

2 の （α 1，α 3，α 4，α 6 ） を 中 心 に 検討す る こ と に し，さら

に，α 2，α
τ，α 5 を付加す る こ と に した 。

こ の 場 合 の α
7 は

次の よ うで あ る。

　α 7 ： 1110，− 0．1，0，113 ，− 0．01 を 大ぎさ の li頂に 並

　 　 　 べ よ。

　Table　 3 の al ，α 3，
…

，
α 7，

α 5 の 欄 で
一一を 入 れ た の は

〔7拭 を満 た す （α
］，α s，α 4 ，

α 6）と （α 1，α 2，a’・，t，α 6，偽 ）の 型

で ある。また ， 膕式 に あげた （1〆2
．
儡

十 c1 ）を求め る と，

こ の 値 は，φ（Si＝1
，52＝1

，　S3；1
，
81＝1） の 場 合が最も

大きく，O．　25 と な る。し た が つ て ，一　 で 示 し た もの

は ， い ち お う， 既有 の 能力体系 （3 、，
S2

，
S3

，
S4）に 対す る

学習準備域を示 し て い る と考 える こ と が で き る 。

　 同 様に 境界要素 に つ い て 考 え て み る こ と に す る 。い ま

α 2，α
了，α 5 の どれか が境界 要素 に なつ て い ると す る と ，

圖式の 値は，
’
（1t2m十 c2 ） よ り も大きくな る と 考えられ

る。た と え ば，既 有 の 能 力 に 対 す る 反 応 型 が

（S］
＝1，亀 ＝ 1，S3＝ ・1，S4＝ 1）の と ころ で は，

　　 rvfin｛φ（s 同 ，　s ，司 ， 8 ，昌、， β 、−1）（α 1
＝1

，　cr3
＝1

，
α

、
＝1

，

　　 （α 5）

　　　　 α 6
＝・O）一φ

ノ
（Sl＝1，

　s2”、，　s3＝1，　S4＝1）（α
、
＝ 1，α 3

＝1，

　　　　 α 4
＝1，nv6＝：O，α 5）｝＝ ．43 − ．29＝ ．14

と なる 。 と こ ろが （O．14） は （112m 十 c2 ） の 値 （o．20）

よ りも小 さ い 。 した が つ て ，　 （α 5） は，境界要素 とい う

よ り も，準備域 の 要 素 で あ る と み る こ とが で ぎる＊。

Table　3 で は （51＝1
，
53＝1

，
S ＝O，S4＝0）　 に 対 す る

（α 7）が ，よ り境界要素的特性をもつ と考え られ る 。

wr　考 察

7．1． 学習準備域の 設定と 教育作 用 の 問題に つ い て

　学習準搬域 と い うもの は ，こ の 定義か ら明 ら か な よ う

に ， ある 能力をもつ 被教育者 が ， 特定 の 教育作用 の も と

で ，ど の 程度 まで ，新 しい 学習 目標 に 到 達する こ とが で

きる か ， と い う潜在的な 可 能 性の 範囲を問題に し て い

る。 した が つ て ， 学習準備域 の 状態が 明らか に な る と ，

個 々 の 被教育者 に 対 し て ，最大隈 ，どの 程度ま で は新し

い 教材を指導す る こ と が で きるか ，と い うこ と が 明 らか

に な るた め に ， これ に よ つ て ， テ ィ ーチ ソ グ ・ス テ ッ プ

に お け る ス テ ッ プ サ ィ ズ を決定する こ とが で き， 学習指

導 の 効率が高め られ て い くもの と 考えられ る。

　 し か し，こ こ で 考 え た学 習 準備域 と い うもの は ，す で

に 特定 の 教育作用 が 被教育者に 与えられ ， その 効果 が ど

＊
　｛1i2M 十 c2｝ の 値の （．20）は 危 険 率が 1 ％ 以 下 の

場 合 で あ る が ，こ れ を 5 ％ に と る と，（．　14） と な り，
こ の 規 準 か らは ，境 界 要 素 と み る こ と が で きる。

うで あつ た か ， とい 5結果に 基づ い て い る 。 し た が つ て

教育作用 が 与えられな い （考え られ ない ）領域 に 関 し て

は，そ こ に お ける 各種 の 能力を ど こ ま で 伸 ば す こ と が で

きるか とい う，潜在酌な可 能性 を知る こ と は で きない 。

ま た，教育作用 と し て ，具体的に 与え る こ とがで ぎた と

して も，さ ら に ，よ り的確 な教育作用 の 屯 とで は ，ど の

よ うな潜在的な可能性 が 見出せ るか とい うこ と は ，これ

で は わ か らない 。けれ ど も，こ れ まで に 検討して きた よ

うな，被教 育 者 の 学 習 機構 の 状態に 基 づ い て，よ り的確

な教育作用 の 構成を考え ， こ の 作用 の も とで 潜在的な 可

能姓を問題に す る と い うよ うに ，逐 次，これ らの 分野 に

お け る 問題を 解明 し て い くこ とが で ぎる と考 え られ る 。

　以 上 の よ うな考察は ， こ こ で 仮定した 「教育作用 は 教

科書 的で ある」 と い うこ とに 矛盾す る 。 しか し，上 の 仮

定は ，よ り
一般的，概観的な 観点か ら行 な わ れ る学 力 調

査 （多くの 学校を対象 と し た ） の 処 理 な ど 1，“ X ，比較的

妥当な もの で あ る と考えられ る。けれ ど，微視的な観点

か ら学習準備域の 状熊を 検討す る 場合は ，教育作 用 を 考

慮に 入 れ た 検討が必 要 に な る と考えられ る 。

7．2．　 学習準備域 の 有効性 に つ い て

　基礎的な 能力の 体系（5 ］，S2，…，　Sn） は ， 被教育者 の 状

態 か ら求め る こ と が で き， また ， 学習の 巨標（α
玉，ceb …，

α m ）も，学習指導要領や 教科書な ど に よ つ て ，実際に は

班定され て い る と み る こ とが で きる 。 し か し，こ こ に あ

げた よ うな方法 で ， 学習獅 黹域 を規定す る 場 合 は，こ れ

ら の な か か ら，問題に な る要素 を 選択す る 必 要が起 こ つ

て くる，した が つ て ， こ の 場合 の 選択 の 規準が 問題 に な

る 。

　 こ の と き
’
，選択 され た 要素 が，適当な もの で あ つ た か

ど うか を示す ひ と つ の 標識 と し て は ， （Si，S2，…，・9n） と

（Cf1 ，α 2，…、　crm ）の 相関関係 か ら，

　　　　L ＝ルfα灘 ブ（。D （5 、
＝0

，
　Se＝0，…，　Sib＝0）

　　　　　 （α i）

　　　　び ＝ M 觀∫（at 〕（S、
rl

，52＝1
，
…

，S？m
＝1）

　　　　　 （α の

の 値 を 求 め ，こ の 値 が

　 　 　 　 L ＝0

　 　 　 　 ひ＝1

か，また は ，これ に 近 い 値 を と る と ぎ，

鋤

副江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （14
，

）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （15ノ

）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Si，s2，…，Sn）

や （α 1，α 2，…，α
抛∂ ¢）選択は 妥当 で ある と 考える 。 た と

え ば，（cr　1） が ぎわ め て 容易なもの で あれ ば，

　 　 　 　 L ≒ ／

と な り，逆 に （CVm ）が 問題 に な ら な い 程，困難 な もの で

あれ ば

　 　 　 　 U ≒ 0

と な る。した が つ て ， こ の 場合 の 準備域は ， き
『
わ め て 明
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』

確 に 把渥され ，   式 に 示 し た条件は 完全に 満 た され るけ

れ ど も，実 際 に は，自明 の こ と で あ る た め ，有効な
・
清報

を 提供 して い な い とみ る こ と がで きる ．

　 し た がつ て，（14i），（15’）式を満 た し て い て，さ ら に

  式 を 満た す よ うな学習準備域は ，よ り有効なもの で あ

る と考 え られ る。しか し ， 学習指導 と い う点か ら考えた

場 合，よ り多 くの 被教育者に ， 共通 に 認 め られ る よ うな

学 習 準 備 域 が 問 題 に な る 。こ の 標識 と し て は，

φ（Sl，S2，一凾・，　S，i）を用 い る こ と が で きる。

　以 上 の よ うな観点か ら ， φ（5】，82， …，
5の が大きい 値

を 示 して い る うえ に ，〔5）式や （14／
）， （15

’

）式を 満 た し て

い る もの が，よ り有効 な 学習 準備域で あ る と い うこ と が

で きる 。

1．3． 境界要 素 の 特性 と 学習 準備域の 準備姓に つ い て

　（14，
）， （15り 式を満たすとい う条件 の も と で は，学習

鳳漂 と して ，特に 容易な もの や ，困難なもの は 除外 され

る か ら，一一般 に 境 界 要 素 が 多 く混 入 し て く る と み られ

る っ こ の 塲 合，境 界要素 （C「k ）が ， （Rs （a ））と もつ 共通

部 分 と， （Rs （α ）） と もつ 共通部分 の 大 きさが 問題 に な

る ，
い ま，　（α ゆ が ， ほ と ん ど の 部 分 で （Rs（α ）） と 共

通領域を もつ て い た と す る と ，

　φ（sb 蕊，…，s 、、 ）（α 1
＝1，α ・

嘉1，…，α 乙，
＝ 1，　cr　in． 且

＝0，一 

　　　　　　　　 a
’・rib漏0）＜．50

　　　　 α 1，α 2t
…

，
α in＿1 は （Rs （の ） の 要素

　　　　 α
翻 ，α

概 z，…，α
鴨 をま （Rs （a ）） の 要 素

と な る 。 し た が つ て，（7）式は （Rs （α ）） と よ り多 くの 共

通領域をもつ 境界要素を 含 め た学習準備域 を規定す る と

み る こ と もで きる 。

　 また ，〔7）式か らは ， 与え られ た （．91，　Sz，…，Svl） に 対

し て ，1 種類の 学 習準備域 が 考え られ る 。 し か し，

Table 　3 か ら うか が え る よ うに ，学習 の 準備が で きた 状

態を ど うみ るか に よ つ て ，そ こに ，準備性 に 関 す る い く

つ か の 尺度が規定で きる と 考え られ る 。 す な わ ち ，

φ、s 、，　．g 、，　．一，。 一 ）（α
、，α パ

・・，α ・nv）や 海 （s ・，s・，…，5の の

大ぎさに よ つ て ，準備性 の 程度を規定す る こ と が 考え ら

れ る 。

珊 ！
．

要 約

　こ こ で は ，基礎的な 能力の 体 系 （Sl，
S

，，…，5の を も

つ 被 教 育 者 が，あ る 教育作用 の も と で 新しい 学習 目標

（α 1 ，
α 2，…，α m ） に 対 し て ， ど こ ま で 到 達 で きるか ，到達

で きる領 域 は ど こ か ， と い う点 を 問題に し，到達で きる

領域 （crl ，α 2，…，crk ）を 学習準備域 （Rs （α ））　と よぶ こ

と 1こ した。

　 こ の 学習準備域 （Rs （a ）） は，た と え ば，基礎的な能

力の 状態を （Sエ
＝ 15zd ・…・5j ＝1・　S ゴ＋・

＝．o・…・S，1 ＝ O）

と した 場 合，こ れ を 学習準備点 （R （α 」）） と して もつ 学

習 目標 （crj） に 対 し て ， （R （aj ）） で 覆わ れ る すべ て の

学習準備点 （R （a’t）） に よ つ て 規定 され る学 習 目標（tX　i）

を含ん で い る と考えられ る D

　ま た ．基礎的な 能力 と し て ，（Si，Sb …，S：i）をもつ て

い る 被教育者 の なか で ，新 しい 学 習 目標 を，（α
呈，α ガ

・
 

α 淘 と い う状態 で 理 解 し て い る入 の 比率を，

φ（Sl，s2，　tt・，s・1、）（α
、，α

？，

…，α ”∂　で 表わす と ，

甲
学習準備域

　Rs （a ）＝（α 1
＝・1，α 2 ＝ 1，…，α iC ＝ 1ンα 研 1 ＝ 0，…、aVm ＝0）

に 対 し て，論理 的に は

　95（s1，δ 2，…，8・il）（α 1
＝1，α 2

幕1，・・■P α k ＝1，　crte＋ 1 ＝＝ 0・
・
…

　　　　　　　α 盟
蕭0）＝1

と な り，他 の ど の よ 5な （α 1，
α 2，…，　cr・m ） の 組合 わ せ に

つ い て も

　　　 96（Si， ．92，…，b’・n ）（α
王，a

’
21
卩

 
α

隅 ）＝・o

とな る 。 し た がつ て，こ の よ うな観点か ら，（Rs （α ））は

C7）式に よつ て 抽 IEす る こ と もで き る。さ らに ，学習準備

域 とそ うで な い 領域 と の 間に あ る境 界要素 に つ い て は ，

（9｝，ue），（11拭 の よ うな特性を見出すこ とが で きるc

　以 上 の よ うに し て ，学習準備域の 構造 の 概要は ， ほ ぼ

明 らか に な る が ， こ こ に あ げ た 方 法 で は ，茎礎的な能力

（Sl，　．9、，…，5の や，学 習 団季烈 α
。

α
、，
…

，
α の の 選定が

基本的な 問題 に な る。こ こ で は ，選 定 の 規準 の 標識 と し

て ，（14’

），（15’
）式 を あ げ ，こ れ を 満 た すもの は ，ほ ぼ

妥当な 内容を 示す と考えた 。

　〈追記 〉

　こ の 研 究 に つ い て ，名古屋 大 学 教 育 学 部 白 石 教授 の ご

指導 を い た だ ぎ ま し た 。 こ こ で，あ つ くお 礼 も うし あげ

ま す。
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